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逼る十月1口の皆既日食（績）
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　來る1940年十月1日に南太西洋の爾側に於いて特望の皆既日食が起る事は，

さきtc　‘t天界”224號に記したところであって，殊に南米ブラジル方面の日食地

子を載せた次第であるが，こ製に記事の完全を期するため，南アフリカ方面の

日食圖も，門門ながら，載せることにする．日食皆既の地方時刻や，太陽の高

度や皆既時間などだけから考へると，南アフリカよりも，南米ブラジルの方が

遙かにコンディションが良いのであるが，しかし，前にも記した通り，南アフ

カリの方が天平は大丈夫といふ風に廣く知られてみるから，職米人の大多数は

やはり，アフワカの：方へ行くに蓮ひないと思はれる．それに，南アフリカには

既に数年前から，幾つもの大天文豪が建設され，從って，多くの優れた天文學

者たちが定佳してるるのであるから，よそから行かないでも，此等の三者や，

其の土地のアマチュアたちが大に活躍するだろう．從って，日食の前後に，世

界各地へ飛ぶニ

ウスも，可なり

派手なものがア

フリカから出る

だろうと思ふ．

こんなわけであ

るから，一般の

人々も，この日

食に聴する甫ア

フリカの地理的

事斌を知って置

くことは必要で

あろう．

　前にも記した

通り，又，この

：地圃にも明らか
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150 十月1日の皆饒日食 天昇吻

東へ，皆既線は通過する．この皆既線の少しく南にはケ1プ天文嘉があり，野

壷の線の北側にはプル1ムフオンタイン，ジヨハネスバ1グ，ブレトtv・ヤ等の

都市があって，管それぞれ天文壷があるのであるが・何れも・惜しV・ことに，

．皆既線から外れてみるから，観測のために・わざ々々藪百キロの族行をしなけ

ればならないことは，公信な天の配剤である．しかし，此のあたりは，東西に

も，南北にも，鐵道や自動車路や，海上の航路も，皆護達してみるから，直行

や，器械の運搬については，南米のブラジルよりも便利であろう．

　　　　　　　　　　　　　‘‘龍　　の　歳”

券はまつ日本張合に明けて・待望の二千六百年の元朝となった・▲磯天皇

御巨Pfuの日は今では二月11日となってみるが・三時の暦隔れば二酉年正月回

辰朔となってみて，まさに一月元旦である．朔の名よりすれば今日元旦が御勲

位の日ともいはれる．その日は庚辰で，今年の庚辰と奇しくも符合するはいよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たつ
いよめでたい．▲辰の年とあって，これを龍と解して，いろいろ縁起を貌ふ

が，元三』乏は支那では「季節を定めるために親測する標準の星」といふ意味

で，日月星辰の辰だ。▲殿の時代，仲夏，王五月の節を正す目標となったのは

蜴座の一等星“大火”であったので，途に大火が辰の名を猫占した．秀吉がブく

閤を・光囲が黄門を猫占したやうなものだ・▲この辰を龍の義にとったのは，

故新城博士によると，大火附近の二二が一種の動物を假想せしめるものがあっ

て・これに龍と名づけたのである・△十一月目目標なるオリオン附近の漏出が
　　　　　　　　　　　　　　　　じゅつ
語感の形に見えるので・鍼と同義の戊をもつて・これに名づけ・さらに十一ト」

は狩猟月であるからといふので・犬を聯想し・戊を犬としたのと似てみる．▲

十二支を動物に見たてるのは　お伽噺と見れば面白いが・實はた妹いもないも

のである．▲所で問題の龍だが，之は．も堂より蛇でもない，鰐でもない・．「角

は鹿に，頭は駝に，眼は鬼に，盟は蛇に，腹は蜜に，鱗は魚に，爪は鷹に，掌

は虎に：，耳は牛に」似たものだ・▲論文には『龍は鱗虫の長にして・能く出，

能く明，能く細，能く：巨，能く知，能く長，品分にして天に登り秋分にして淵

に潜む』とある・▲何れにしても・想像を絶したもので・本來天界に蝿するも

のらしV・．〈随って，逸玉なものとせられ，九五の位に關する言葉とな筍．▲
　　　　　　　　　　　あヤミ更に注意すべきは，龍の駁には大きな實珠ゐある～二とだ．▲今年をもつて翫に

配するとすれば・東亜新秩序の建設はそれ龍の願の二三か・▲何れにせよこ干

六百年を1祝癒する今年を，さらに乱世をして記念せしめれば，寵の年の名に滝、

さはしい．（元旦の大毎紙より）


